
食事形態の情報共有に向けた
取り組みについて

継続した栄養管理のための
情報共有ツールの活用に向けて

奈良県吉野保健所 健康増進課

地域保健第三係 管理栄養士 森田ひろ子
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資料：厚生労働省



嚥下機能に合った食事を提供する
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継続した栄養管理ができる



年度 研修テーマ 研修内容 参加者の意見

H24 内容：嚥下調整食の概念についての理解を深
める
・講義：「病態別！認知症患者の摂

食・嚥下リハビリテーション」
講師：大阪大学歯学部附属病院

助教 野原幹司先生

・嚥下調整食について
・嚥下食ピラミッドおよび学
会基準について
・病態別の摂食嚥下障害の特
徴

・嚥下食の基準、区分を
知ることで、個々に適し
た物性の食事に近づける
と感じた

H25 内容：在宅での栄養支援のための訪問栄養指
導について
・講義：「在宅での栄養支援～訪問栄養食

事指導の実際」
講師：相愛大学 教授 為房恭子先生

・在宅訪問栄養指導の制度に
ついて
・在宅訪問栄養指導の実際に
ついて

・自分の施設、立場ででき
る限り地域の連携をとって
いきたいと思う。
・訪問栄養指導について理
解できた。

H27 内容：地域の医療・介護施設間の連携や食事
形態等の情報共有の必要性について嚥下に関
する情報共有ツールの紹介について
・講義：「継続した栄養管理のための情報
共有ツール～嚥下ピラミッドを元に～」
講師：済生会御所病院

栄養科長 熊本登司子先生

・地域包括ケアシステムのた
めの法整備等について
・栄養管理情報の共有システ
ムの必要性
・嚥下に関する情報共有ツー
ルの紹介（地域連携情報表・
食形態一覧表）

・食事情報の共有の重要性
を理解できた
・食事形態一覧表を作成す
ることで、厨房や他職員、
家族さんに説明するとわか
りやすい。

H28 内容：食事形態に関する情報提供ツール
「食事形態一覧表の作成」について

・講義：
「継続した栄養管理のための情報共有ツール
～食事形態一覧表の活用について～」
講師：介護老人保健施設リンク橿原

管理栄養士 杉本共美氏

・旧葛城保健所管内施設の食
形態情報の収集
・食事形態の情報共有ワーキ
ンググループでの取り組み
・食事形態一覧表の様式作成
・食事形態一覧表スタンダー
ド作成
・ツールの活用促進

・食事形態一覧表があれば、
他職種とも情報共有出来る。
・相談員の面接などに活用
できると思う。
・一覧表を作成して、多職
種で共有できたらと思う。
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これまでの取り組み（吉野保健所特定給食施設等研修会で実施）
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年度 研修テーマ 研修内容 参加者の意見

H29 内容：食形態一覧表の作成と活用について講
義と、実際の活用について施設からの事例提
供＞
・事例提供：管内２病院、１施設から食事形
態一覧表の作成及び活用について報告。
・講議：「継続した栄養管理のための情報共
有ツール～食事形態一覧表の活用について
～」
講師：介護保健施設リンク橿原

管理栄養士 杉本共美氏

食事形態一覧表について
（作成・施設内部での活用
等）
奈良県内での取り組みの現状
中和保健所での取り組み（栄
養サマリーモデル運用実施）

・食事一覧表の重要性が再
確認できた。ご利用者が無
理なくいつまでも、経口摂
取を続けられるように、今
後に活かしていきたい。
・他職種や他施設、医療機
関との連携にとても活用出
来ると感じた。又、具体例
も知ることが出来良かった。
病院、施設間での情報共有
にいかせていける

H30 内容：食事・栄養情報共有ツールの作成経緯
や栄養サマリーの活用について
・講義：「継続した栄養管理のための情報共
有ツール～栄養サマリーと食事形態一覧表の
活用について～」
講師：畿央大学 准教授 熊本登司子先生

・中和保健所管内での栄養サ
マリーのモデル運用について
・グループワーク：症例を元
に、栄養サマリーに記入し、
別のグループに回して読み取
りを行う。

・施設内の情報共有ツール
に活用する。
・栄養サマリーと食事形態
一覧表が共にあればわかり
やすい。
・施設利用者の移動時（病
院や施設等）活用できる。

R元 内容：栄養管理情報提供ツールに関わる実例
について
・事例提供：管内2病院、1施設から栄養管理
情報提供ツールの活用事例を報告。
・講義：「栄養管理情報をつないでいくため
に～栄養管理情報共有ツールの活用について
～」
アドバイザー：畿央大学

准教授 熊本登司子 氏

事例提供を受けて意見交換
・情報共有ツールの活用で、
困っていることや工夫してい
ることや良かったこと。
・栄養サマリーは、どのよう
な対象者に作成で、今後、栄
養情報共有ツールを広げてい
くために、どんなことをして
いくべきか。

・サマリーを通じて、そ
の人の背景がよくわかった
ので栄養状態の改善につな
がった。
・サマリーを作成するため
に、多職種に聞きに行くこ
とで連携につながる。
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これまでの取り組み（在宅医療連携体制構築事業の
栄養ワーキングとして実施）
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＜栄養サマリー＞

食事形態一覧表と一緒
に活用していただくこ
とで、対象者の食事内
容が把握しやすい。

******* 栄 養 サ マ リ ー *******

下記の（利用者・患者）様について栄養管理情報を提供します。

この情報については療養者本人もしくは家族の方の了解を得ています。

氏 名 男 ・女 生年月日 M・T・S・H 年 月 日生 歳

身 長 ㎝ 体 重 ｋｇ BMI /    現在

現病名 既往歴

栄 養

摂取手段

□経口

□経腸 → □経鼻 □胃ろう □腸ろう □その他 (                )

□経静脈 → □ＰＰＮ □ＴＰＮ

商品名（ ） ・ 投与量（ kcal/日） ・ 投与時間（ ）

回数（ 回/日） ・ 追加水分（ ml/日） ・ 形状の理由（ ）

必要量 エネルギー
(         )Kcal/標準体重ｋｇ
（ ）Kcal/現体重Kｇ

たんぱく質
(         )ｇ/標準体重ｋｇ
（ ）ｇ/現体重Kｇ

脂肪 ｇ 塩分 ｇ

提供量
（栄養補助食品を

含む）

エネルギー
(         )Kcal/標準体重ｋｇ
（ ）Kcal/現体重Kｇ

たんぱく質
(         )ｇ/標準体重ｋｇ
（ ）ｇ/現体重Kｇ

脂肪 ｇ 塩分 ｇ

摂取率 主 食 ( ％) 副 食 ( ％) 特記事項

食事内容

食 種 □一般食 □治療食 （ （施設での名称））

主 食

□米飯 □パン □軟飯 □全粥 □(       )分粥 □重湯 主食量（ ｇ）

□ゼリー状 □ミキサー □とろみ □おにぎり（ ヶ） □水切り □その他（ ）

副 食

□常菜 □軟菜 □ひとくち大 □きざみ（カットサイズ ｍｍ） □ミキサー・ペースト状 □ゼリー状

※ とろみ □なし □あり ※ 自施設食形態一覧表（添付） □なし □あり

栄養補助食品
□なし □あり（ ）

学会分類2021 □4 □3 □2-2 □2-1 □1ｊ □0t □0ｊ

特記事項
（例：アレルギー、水分量、薬の相互作用など）

食事方法

食事回数 （ ）回/日 食事に要する時間 ：□～30分 □30分～ □1時間～

介助方法 □自立 □見守り □一部介助 □全介助

使用器具 □箸 □スプーン ( 大 ・ 小 ) □フォーク □自助食器 □自助具（ ）

姿 勢 □座位 □リクライニング (角度 度)     

む せ □ なし □ときどき □あり

水分形態

増粘剤の使用 □なし □あり （使用品名 ） （使用量 ）

形 状 □段階1（薄い・ウスターソース状） □段階2（中間・ポタージュ状） □段階3（濃い・ハチミツ状） □その他

咀嚼・嚥下 咀 嚼 □自歯 □義歯 （ □総義歯 □部分義歯 ） □その他（ ）

状態 嚥 下 □問題なし □見守り □やや問題がある □できない

身体状態

褥 瘡 □なし □あり（部位 ） 摂 食 障害 □なし □あり

排 便 □問題なし □下痢ぎみ □便秘ぎみ（下剤：□なし □あり ） 開 口 困難 □なし □あり

む く み □なし □あり（部位 ） 口 内 残留 □なし □あり

麻 痺 □なし □あり（ □右 □左 ）

特記事項

記入年月日
/ /

施設名 担当者

連絡先

2022.5

学会分類2021



令和3年度栄養サマリー及び食事形態一覧表の
活用状況調査集計
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保健所サマリー活用

自施設独自

活用していない

無記入

【栄養サマリー等の情報共有ツールの活用状況】

病院 介護老人保健施設 老人福祉施設 社会福施設

【栄養サマリーを活用していない場合、栄養情報の共有方法は？】

・嚥下パス・看護サマリー・口頭伝達・電話等

栄養サマリーの提供依頼

・看護サマリーだけでは情報が不十分な場合（特に食事形態や食事内容について）

・食事摂取状況を知りたい

・嚥下調整食の内容や提供栄養量について知りたい等。治療食についても施設で
どれだけ対応できるか知りたい



令和3年度栄養サマリー及び食事形態一覧表の
活用状況調査集計
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・栄養サマリーに自施設のものを添付。退院先の施設での対応食形態の確認

・一目で本人の食形態がわかり説明しやすい

・自施設の食形態と照合して提供するため

・多職種との情報共有ツール等として活用

食事形態一覧表を
活用している理由

4 4 10

2

6

1

活用している

活用していない

【食事形態一覧表は活用しているか】

病院 介護老人保健施設 老人福祉施設 社会福施設



•栄養情報の情報共有は必要と思うが、病院や施
設では栄養士は一人配置が多く、タイムリーに
栄養サマリーでの情報提供が難しい。

•南和地域では、高齢者・長期在宅療養児や難病
患者など、在宅で食事に課題をかかえている療
養者は多いが、地域で活動できる栄養士の人数
が少ない。

栄養管理の情報共有を進めていく中での課題
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ご静聴ありがとうございました。
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